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「
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」（
平
成

年
４
月
１
日
施
行
）
を
ご

21

存
じ
で
す
か
。
知
っ
て
い
る
・
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
か
た
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
条
例
に
『
概
要
版
』
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
の
か
た
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
『
概
要
版
』
は
、
毎
年
、
市
内
公
立
中

学
生
を
中
心
に
配
布
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。「
条
例
」の
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
作
成
し
た
こ
の
『
概
要
版
』
は
、
平
成

年
以

21

降
も
毎
年
、
市
内
の
公
立
中
学
校
の
新
１
年
生
に
配
布
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
セ
ン
タ
ー
の
講
座
・
事
業
で
も
配
布
し
て
き
ま
し
た
が
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
目
に
ふ
れ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
『
概
要
版
』
で
す
が
、
す
で
に
作
成
し
て
５
年
以
上
が
経
過
し
た

た
め
、こ
の
た
び
新
た
に
編
集
し
直
し
て
、
平
成

年
３
月
に
『
改
訂
版
』
を

28

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
、
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
と
題
字
は
市
内
の
中
学
生
か
ら
募
集
。
ま
た
、

新
た
に
官
学
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
、
近
隣
で
唯
一
ま
ん
が
表
現
学
科

の
あ
る
神
戸
芸
術
工
科
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

条
例
の
内
容
を
ま
ん
が
で
表
現
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、こ
れ
か
ら
思
春
期
に
さ
し
か
か
る
市
立
の
中
学
生
全
員
に
、

こ
の
一
新
し
た
『
概
要
版
』
を
配
布
し
ま
す
。

思
春
期
の
心
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
育
ん
で

も
ら
い
、
そ
の
身
に
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ど
へ
の
警
鐘

に
役
立
て
て
も
ら
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
新
し
い
『
概
要
版
』
は
、
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
ご
希
望
の
か
た
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
度

手
に
取
っ
て
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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「ウィザス」は、
ウィズアス = with us

“共に生きる ―

男女共生社会”の

理念を

表しています。

芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
「概
要
版
」
を
一
新
し
ま
し
た
！

父
親
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動



　芦屋市ＰＴＡ協議会の

成立当初（1968 年）、役員は

各学校園の会長・副会長の

中から選出していました。

　つまり、単Ｐの会長・副

会長が、そのまま芦Ｐの役

員も兼任していたのです。

1990 年に輪番制の基礎が作られ、芦Ｐ協は市

立学校園 20 校園で組織、小中の代表１校を輪番

制で担当校としています。組織率は 100％です。

◆平成 27 年度「努力目標」

①意識改革⇒

　　　　できる時にできる人ができることを

②活動改革⇒事業仕分とスリム化

③会議改革⇒

　　　　ルールを守って、効率よい会議に！

◆芦Ｐ協の「活動目的」

《スローガン》

結　～みんなの気持ちを結びたい～

芦Ｐ協って

　 　 何？

　市内の公立幼稚園・小学校・中学校それぞれの学校のＰＴＡ

（単位ＰＴＡ）が集まって、芦屋市ＰＴＡ協議会（芦Ｐ協）が組

織されています。そして芦Ｐ協は、それぞれの単Ｐと情報・

意見交換を行いながら、子どもたちの成長を見守っています。

　また芦Ｐ協は、教育環境の改善や社会問題など、地域全体の

向上をめざして問題に取り組む活動もしています。

　現状では、ＰＴＡ活動への父親の参加は多くはありません。

　しかし一方、芦屋市内の各小中学校・園では、父親の参加を

促すためのさまざまな取り組みが行われています。

◆具体的な取り組み

　例えば、小槌幼稚園の「メンズデー」です。年間行事を早めに

各家庭にお知らせし、どの行事に参加できるか事前にアン

ケートを取るという形になっています。仕事との調整がしや

すいためか、たくさんの父親の参加があるということです。

　また、岩園幼稚園には「やる気マンマン DAY（男性参画）」と

いう、父親と子どもが遊ぶ日があります。

　さらに、宮川小学校の「読み聞かせ」には、朗読ボランティア

山
手
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

お
や
じ
の
会

（
子
育
て
応
援
男
）

だ
ん

～父親も気軽に地域・ＰＴＡ活動に参加～

　山手小学校ＰＴＡでは、平成 27年度から父親にも参加を呼び

かけるボランティア活動「おやじの会（子育て応援男）」をスター

トさせました。最近は、学校行事の参観やオープンスクール、

運動会に出向く父親が増えています。しかし普段のＰＴＡ活動

は、母親が中心になりがちなこともあり、父親にも気軽に活動に

参加をしてもらえることを目的に立ち上げました。

　「おやじの会」のメンバーの１人は、「地域活動以外に、学校で

子どもたちのためにできることをしたい」と考えて入会したと

話されていました。「おやじの会」での活動を経験することで、Ｐ

ＴＡの一員だという自覚と、学校とコミュニティ活動との理想

的な連携に一歩近づいたと実感できたそうです。

　「おやじの会」では、運動会やオープンスクールのパトロール、

三条コミスクの地域運動会マラソン立ち番など、父親ならでは

の特性を活かした活動を子どもたちと和気あいあいと行ってい

ます。活動後のメンバーとの「二次会」も楽しみの１つだそうです。

現在はまだ15人ほどですが、

子どもが学校を卒業しても

長く続けられる会として

育っていくことを目標にし

ています。

　父親が教育や地域に関わ

ることで、子どもたちを取り

巻く環境がより良いものに

なればいいですね。（Ｔ.Ｈ）
　昨年 12月 12 日、山手小学校校庭で開催した山手コミスクの「餅つきフェス

ティバル」では、おやじの会のメンバーが餅つきのつき手を引き受けました。

●朝の「読み聞かせ」風景。身を乗り出して、お話に聞き入る子どもたち（宮小）

　宮川小学校以外にも、市立の全小・中学校で「読み聞かせ」が行われています。

　それぞれのボランティアをつなぐ会として「本の虫ネット」があり、活動して

　います。朝以外にも、希望者対象に昼休みの「読み聞かせ」も行っています。

　また上記「Report」にある山手小学校のグループのほかにも、精道

小学校では各年度に男性クラス役員が１人か２人はいて、ＰＴＡ活動

に積極的に参加されているというお話もお聞きしました。

　現ＰＴＡ役員の皆さんに父親参加のメリットについて伺うと、「地

域とのつながりができる」、「子育てが楽しくなる」、「家庭で子育ての

協力がある」、「学校での子どものようすがわかる」、「女性と違う視点

からの意見があり、父母双方の視野が広くなる」、「育児の関わり方が

変わる」、「防犯面の強化につながる」等のご意見がありました。

　一方、父親がＰＴＡ活動に参加するようになると、スケジュール等

の時間調整がしにくくなるのではという心配の声が多数ありました。

　また、父親が増えれば、男性にありがちな「プロセスよりも結論を急

ぐ」とか「PTA活動より、異業種交流の場になる」という心配の声も…。

　しかし、男女の人口比や子どもたちとの関わりという点から考えれ

ば、PTA活動に男性がもっと参加することは望ましいことです。

　ただ、現在の働き方のままでは心身ともに無理があります。

　社会環境の変化により、男女ともに長時間労働が当たり前になって

きている昨今、まずは PTA活動を誰でも参加できるような仕組みに

していくことが、早急

な課題なのでしょう。

　そして、変化が必要

なのは PTA側ばかり

ではありません。　雇

用側の意識の変化も大

切ですが、何より男女

を問わず柔軟な働き方

ができることこそが、

最も重要なのでしょう。

（Ｙ . Ｍ）

に父親が２人参加しています。授業前の朝のひと時、出勤前に

教室を訪れ、交替で子どもたちに「読み聞かせ」をしています。

Ｑ「読み聞かせ」の活動は、何人で、週何回くらい実施されていますか?

Ａ 今年度は30人を超えるメンバーが集まりました。週1～２回の活動です。　

Ｑ １年生から６年生の希望者を１カ所に集めて、実施されるのですか?

Ａ 朝の読書タイムには、各教室にボランティアが出向いて、クラス全員の前で本読み

　　をします。

　　昼休みには、和室などのスペースで、聞きたい子どもだけを集めてしています。

Ｑ この活動について、どのような思いで参加されていますか?

Ａ 最初は、わが子の学校でのようすを知る良い機会だと思って参加しましたが、いざ

　　始めてみると、声の出し方や姿勢・表情など、工夫ひとつで子どもたちの反応が変

　　わってくることが分かり、読み聞かせの奥の深さを実感しました。子どもたちから

　　のビビッドな反応、意外な感想などが返ってくると、大きな充実感が得られます。

　　父親の参加はまだ珍しい（！）ので、子どもたちからの「ウケ」もいいようです。

　　宮小では現在２人の父親会員が参加していますが、ぜひもっと多くのお父さんに

　　も参加してほしいと思います。

●宮川小学校で「読み聞かせ」している父親の
お１人でもある中町信孝さん（現芦Ｐ協会長）

にお話を伺いました。(Ｙ．Ｍ)
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